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1 昭和 60年 3月23日(土曜日)午前 10時

1 館山市役所議場

出席議員 2 6名

1番 神田 守隆 2番 田沢 勝信

3番 山中金治郎 4番 日下 君敏

5番 川名 正ニ 6番 生稲 陸

7番 榎本 春光 8番 小宮 利夫

9番 福原 動 1 0番 横溝 功

1 1番 飯田 義男 1 2番 石井 謀

1 3番 石井 昌治 1 4番 伊藤幸太郎

1 5番 渡辺 昭夫 1 6番 松下 正己

1 1番 近藤 好雄 1 9番 黒川 平治

2 1番 吉田勇治郎 2 2番 林 豊

2 3番 伊賀 多朗 2 4番 流山源次郎

2 5番 五十嵐 昇 2 6番 石井 正

2 1番 安西 益男 2 8番 安滞 徳煩

1 欠席議員 1名

2 0番 石井 武敏

1 出席説明員

市 長 半海 良一 助 役 小倉 澄男

収 入 役 山田 俊康 市長公室長 斉藤 武男

総君臨 部長 川畑喜代志 民生 部長 鈴木 力

経済 部長 吉岡 政雄 水道 課長 石井 敏夫

教育委員会委員長 杉村 芳枝 教育委員会教育長 福原 修

男挙管理委員会 宮揮
委員長

茂 選挙管理委員会 圧司
事務局書記長

利光

監査事事局長 岩城 昭 農業委員会会長 斉藤 明

農業委員会庄司
事務局長

徹

1 出席事務局磯員

第 1号iζ同じ

1 議事日程(第 6号)

昭和 60年 3月23日午前 10時開趣
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f議案第 10号 国民偉康保険山武郡南病院組合を千葉県市町
村公平委員会の共同設置団体から除く乙と及

び千葉県市町村公平委員会共同設置規約の 4

部を改正する規約め制定に関する協議につい

i て

i議案第 11号 非常勤の特別職の職員に係る報酬及び賢用弁
日程第 1く! 償!こ関する条例の一部を改正する条例の制定

について

議案第 12号 館山市市税条例の一部を改正する条例の制定

:こ')l、て

L議期 13号向域問問更について
議案第 19号 昭和 59年度館山市一般会計補正予算(第 5
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号)

館山市教育兼務職員の給与等(と関する条例の

一部を改正する条例の制定について

館山市消防団条例の一部を改正する条例の制

定について

昭和 59年度館山市国民健康保険特別会計補

正予算(第 4号)

昭和 59年度館山市老人保健特別会計補正予

算(第 2号)

議案第 16号 館山市洲崎御手洗山治山事業分担金徴収条例

の制定について

議案第 17号 農作物冷害対策経営資金利子補給及び損失補

債の負担lζ関する条例を廃止する条例の制定
日程第 3

について

議案第 18号 館山市水道事業給水条例の一部を改正する条

例の制定について

議案第 22号 昭和 59年度館山市水道事業特別会計補正予

算(第 1号)
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f請願第 7巧ζコ i宣鉄の'分割・民営化ーI に反対し、国鉄の存

続を求める請願書

陳情第 3号 土地価格の評価替えによろ回定資産税の増税

を中止する陳情書

日程第 5 請願第 1号 公費負担医壊の改善・充実に関する請願宮

1I n第 6 請願第 3号 水道料金の抑制令求める請願書
i号 昭和 60年度館山市一般会計予算

議案第 2号 昭和 60年度館山市国民健E安保険特別会計予

算

議案第 3号 昭和 60年度館山市老人保健特別会計予揮

議案第 4号 昭和 60年度館山市と畜場特別会計予算

日程第 7i議案第 5号 昭和 60年度館山市ユースホスチル特別会計

予算

議案第 6号 昭和 60年度館山市学童災害共済事業特別会

計予算

議案第 7号 昭和 60年度館山市水道事業特別会計予算

議案第 8号 昭和 60年度館山市国民宿舎特別会計予算

日程第 8 議案第 23号 館山市固定資産評価審査委員会委員の選任{こ

ついて

日程第 9 館山市選挙管理委員会委員及び同補完員の選挙

開 議午前 10時 13分

C議長 f石井 正君) 本日の出席議員数 2;)名、これ上り第 1岡市議会

定例会第 6日の会議を開会し、直ちに本日の会議を開きます ο

議案の配付

。議長(石井 正君) 議案を配付いたさせます。

議案の配付漏れはありませんか。一一一配付漏れなしと認めます。

本日の議事はお手元に配付の日程表lとより行います。

議案の上程
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。議長{石井 正君) 日程第 1、議案第 10号乃至議案第 13号及び議

案第 19号の各議案を一括して議題とい fごします。

総務委員会委員長報告

。議長(石井 iE君) t:だいま議題となりまじ t:各議案はともに去る 3

月 11日の本会議において総務委員会に付託されたものであります p

よって、これより各議案に対する総務委員会における審査の経過並びに

結果lこっき委員長の報告を求めます。

総務委員会委員長横溝 功君。御登壇願います u

(総務委員会委員長横溝 功君登壇)

O総務委員会委員長(横溝 功君) 御報告申し上げます。

去る 3月 11日開会の本会議におきまして総務委員会!こ付託されました

議案第 10号乃至議案第 13号及び議案第 19号につきましては、 14日

総務委員会を開催し、慎重なる審査をいたしましたところ、いずれも原案

どおり可決すべきものと決しました。

以下、審査の経過について主なる事項と結果について御報告申し上げま

す。

議案第 12号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定については、

まず今回の改正により税収等について大きな変化があるか否かをただしま

したところ、日本専売公社が日本たば乙産業株式会社lと改組されることに

伴つての条文の改定であり、税収等はほとんど変わりなく、 60年度予算

も59年度の実績とほぼ同じように計上したとの答弁がありました。

次lと、議案第 19号昭和 59年度館山市一般会計補正予算第 5号につい

ては、まず老人ホーム収容措置扶助費 42 0万80 0 0円の減額に関連し

て、入所資格及び個人負担金についてをただしましたところ、入所資格は、

養護老人ホームについては 65歳以上の者で身体上、精神上、環境上の理

由、また経済的理由によって居宅において養護金受ける乙とが困難な者で

ある旨、特別養護老人ホームについては 65歳以上の者で身体上、精神上、

著しい欠陥があるために常時の介護を必要とし、また居宅においてこれを

受ける乙とが困難である者との答弁がありました。

また、負担金はっきましては、養護老人ホームはついては入所者は原則
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として市民税所得割の非課税世帯が対象で、収入lとより多少の個人負担が

ある、また特別養護老人ホームについては入所に所得制限はないが収入に

より多少の個人負担がある旨の答弁がありました。

次!と、扶助費 1950万 6000円の減額に関連して、生活保護を受け

る場合の調査にあたって萎縮感を抱かせないよう要望したところ、生活保

護法の趣旨を体し、公平に行うとの答弁がありました。

次いで、きちっとした定見をもって調査するよう強く要望をいたしまし

t:。

次l己、農用地流動化奨励交付金 11 4万円減額の理由についてをただし

まし kところ、当初 500万円計上しましたが、対象面積の減はより交付

額 386万円となり、その差額を減額する旨の答弁がありましたむ

さらに、本事業によりどのくらい流動化されたか、また今後の見通しに

ついてをただしましたところ、 56年度から行われており、現在まで 69 • 

4況が交付対象になっている、館山市の耕地面積が 2500;:えぐらいあり、

その 5%の 125誌を 5年間の達成目標として設定している旨の説明があ

りました。

次lと、関連して、流動化事業を推進していく申で様準小作料についても

見直しをする考え lまないかをただしましたところ、年 3回見直しを行うこ

とになっており、地主代表、学識経験者、小作代表者で構成する小作制協

議会の意見を徴し、さらに県の協議等を得て決定しているとの答弁があり

ました。

次 lと、ヒラメ養殖 I~ イロット事業補助金 150 万円の減額の理由と総事

業費!とついて尋ねましたと乙ろ、当初県は補助対象事業費 30 0 0万円と

いうことで計画したが、その後養殖希望が多く、補助対象を 1カ所ふやし

たことに伴い補助対象事業費を 27 0 0万円とした乙とによる減額である、

なお総事業費は 32 1 0万円であり、市の補助金は当初の予定どおり 10 

o 0万円である旨の答弁がありました。

次lζ 、関連して、建設が計画されている生コン会社の影響はないかをた

だしましたと乙ろ、騒音、粉じん、汚水等が心配されているが、先日会社

側と話し合ったと乙ろ密封式の方法をとるのでその心配はないとの乙とで

あった、なお地元との話し合いを 3月25日以降行う乙とになっていると
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り答弁がありま lt: 

次に、遠距離通学生徒通学費補助金 5.'3万 60 0 0円の用額補正1t制金

改定!こ iろもの ffと思弓がどうかを t:t: Lまし fごところ、:¥f;.均 1O. 2 t¥:; 

のパス料金の値上げに伴ろものであるとの答弁がありまし t:

次:こ、関連して.西岬中学校統合の際、パス通学生徒のために長須賀の

停留所:ご符合所設置の要望があったが、実行されていないのはどう~ t:こ

とかとただしまし t:とこ為、早速検討を加え中学校生徒に不自由を来きな

いよう努力するとの答弁がありまし れ

以上のとおり審査の経過及び結果について御報告申し上げましにが、満

場ω御質問を賜りますようお願い前じ上げ、委員長報告とい fてします一

9議長(石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります ο

t: t: いまの委員長報告について御質疑ございませんか。-一一御質疑なし

と認めます u よって、質疑を終結いt:します。

これより討論に入ります。

通告はありませんでした心討論ございませんかむ一一一討論なしと認めま

よって、討論を終結いたします。す。

採 決

。議長(石井 正君) これより採決いt:しますう

採決は分割して行います。

まず、議案第 10号及び議案第 11号の各議案そ一括して採決いたしま

す。

議案第 10号及び議案第 11号についての委員長の報告は原案可決であ

ります〉

各議案を委員長の報告どおり可決する乙とに御異議ありませんか c

( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君) 翻異議なしと認めます。よって、議案第 10号及

び議案第 11号の各議案はいずれも原案どおり可決されました。

続いて、議案第 12号館山市市税条例の一部を改正する条例の制定につ

いてを起立により採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。
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本案を委員長の報告どおり可決すろことに賛成の諸君め起立を求めます

(賛成者起立 I

CJ議長 i石井 正君) 起立多数でありますミよ，て、議案第 12号館山

市市税条例の一部を改正する条例の制定については原案どおう可決されよ

I た 6

次いで、議案第 13号及び議案第 19号の各議案i- .~目して採決ぃ r'

ますご

議案能， .3号及び議案第 19号についての委員長の報告は原京可決てあ

りますコ

各議案を委員長の報告どおり可決することに御異議ありませんか

( r異議なし Jと呼ぶ者あ均}

。議長{石井 正君) 御異議なしと認めます。よって、議案第 13号及

び議案第] 9号の各議案はいずれも原案どおり可決されましたら

議案の上程

。議長(石井 正君) 日程第 2、議案第 14号、議案第]5号、議案第

2 0号、議案第 21号の各議案を一括して議題といたします。

文教民生委員会委員長報告

。議長(石井 正君) ただいま議題となりま lt:各議案はと色にまる 3

月 11日の本会議において文教民生委員会に付託されたものであります心

よって、これより各議案に対する文教民生委員会における審査の経過並

びに結果につき副委員長の報告を求めます。

文教民生委員会副委員長松下正己君。御登壇願いますじ

(文教民生委員会副委員長松下正己君登壇)

。文教民生委員会副委員長(松下正己君) 去る 11日開会の本会議にお

きまして本文教民生委員会に付託されました一般議案 2件、補正予算 2件

につきまして、 14日委員会を招集し、慎重なる審査を行いまし t:0 

以下、審議いたしました主なる事項並び!と結果について、委員長欠席の

ため、私副委員長がかわりまして御報告申し上げます。

まず、議案第 14号館山市教育兼務職員の給与等lζ関する条例の一部を
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改正する条例の制定については、幼稚園園長の兼務手当につきどのような

基準で考えておるのか説明を求めましたところ、 59年度の国公立幼稚園

要覧安参考に、また県下] 1市の平均が 64 4 0円で、館山市を除く安房

郡の平均が 7550円となっておるので参考にじておると説明がありまし

た。

本案につきまじて也、全員一致をもって原案どおり可決い穴しました ο

次!と、議案第 15号館山市消防団条例の一部を改正する条例の制定につ

いては、館山市消防団員報酬は他の地域と比較した場合どのような状況に

あるか聞きただしましれところ、県内の市の平均と比較すると当市は 20 

%から 30%高いが、安房郡での平均となると 10 %程度低いと説明があ

りま Gt:" 

また、団員の確保について、自営業の者が多く、各町内とも苦労してお

ると聞いておるが、その点はどうなのか説明を求めました。確かに地域に

よっては苦労きれておるようだが、後援会と町内会等で話し合いをもち割

り振りを行う申で現在のと乙ろ確保はできておると説明がありました。

次lと、後援会の会費が地域によっては負担となっており町内役員等がそ

の徴収!とついて困惑しておる話もあるが、乙れらの問題を踏まえ将来の団

運営についてどのようにとらえておるかただしましたととろ、現在具体的

な計画はないが、消防団の編成等を含め後援会についても前向きな検討を

していきたい旨の答弁がありました。

次lζ 、県操法大会出場経費についてもっと援助すべきであると思うが、

現況はどうなっておるのか説明を求めました。市としては操法訓練費、大

会出場費等を支出し、援助はしておると説明がありましたので、今後、乙

と消防については十分なる援助を前向きにとらえ検討するよう要望いたし、

本案については全員一致をもって原案どおり可決いたしました。

次lζ 、議案第 20号昭和 59年度館山市国民健康保険特別会計補正予算

第 4号については、医療給付費が増加しておるが、本市 1人当たりの医療

費はどの程度か、また医療費の高い原因をどのように分析しておるか説明

を求めました。 58年度 1人当たり 7万 83 3 9円で県下 28市中 4番目、

高い原因については老人保健法が施行され、乙れに該当するものが被保険

者の 14. 3 %、また 50歳から 69歳までが被保険者の 31 • 7 %を占
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めており、老齢階層が多いことと、受診率が県下 2番目に高いことが要因

であると説明がありました。

次:二、保険税の徴収状況について問いれ だLましたところ、 2月末現在

で徴収率は 66. 1 3 %、前年対比 1. 3 7 %減とな勺ておるが、最終見

込みとしては当初予算に計上した現年課税分 93%は達成可能と考えてい

る、しかし滞納繰越分については当初に予定し穴 20対徴収は困難と考え

られる、なお 58年度決算での本市の徴収率は 82. 2 7 %で県下 28市

中 10番目であると説明がありました c

きらに、滞納は増加傾向にあるといわれておるが、整理についてどのよ

うな方法で行っておるか説明を求めましt，:!)市本税と同様な方法で徴収し
ているが、一般的には督促、催告、納税相談、戸別徴収等金行い、さらに

差し押さえの執行、悪質なものについては公売に処するなど、また徴収強

調月間を設け滞納解消lと努力しておると説明がありましたので、要望とし

て、徴収は難しく大変なことは重々わかるが、悪質なものもあるので創意

工夫をし、さらに十分な努力と配慮を望むと、本案については全員一致を

もって原案どおり可決いたしました。

次!と、議案第 21号昭和 59年度老人保健特別会計補正予算第 2号につ

いては、全員一致をもって原案どおり可決いたしました。

以上、文教民生委員会におきます審査の概要並びに結果について御報告

申し上げましたが、満場の皆さまの御賛同を賜りますようお願い申し土庁、

委員長報告といたします。

。議長{石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります。

fごだいまの委員長報告について御質疑ございませんかっ一一御質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

乙れより討論に入ります。

通告はありませんでした。討論はございませんかc 一一討論なしと認め

ます。よって、討論を終結いたします。

採決

。議長{石井 正君) 乙れより議案第 14号、議案第 15号及び議案第

2 0号、議案第 21号の各議案を一括して採決いたします。
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議案第 14号、議案第 15号及ひ議案第:.:0号、議案第 27号:ごついて

の委は長の報告;f原案!可決であります

得議案ーをー委員長の報告どおり可決することに御異議ありませ Aか

「異議なじ'と呼ぶ者あり)

。議長 1石井 tE君) 御異議な Lと認めます勺よ勺て、議案第 1If号、

議案者~ 1 5可及じ議案第 20号、議案箭 21可ーの各議案はいずれ志原案ど

おり可決されま L，tこu

。議長{石井 正君)

案~~ 2 2号の各議案を

議案の上f-E

日程第 S、議案第 16号乃至議案第 18号皮ひ議

寸舌して議題とい t:しますゥ

建設経済委員会委員長報告

。議長(石井 正君) ただいま議題となりました各議案はともに去る 3

月 11日の本会議において建設経済委員会に付託され穴ものであります。

よって、これより各議案lと対する建設経済委員会における審査の経過並

びに結果につき委員長の報告を求めます。

建設経済委員会委員長石井 謀君。御登壇願います。

(建設経済委員会委員長石井 謀君登壇)

。建設経済委員会委員長(石井 謀君) 御報告を申し上げますむ

去る 3月 11日本会議において建設経済委員会lζ付託されました議案第

1 6号乃至第 18号並びに議案第 22号について、 3月 15日委員会を招

集し、議案の慎重なる審査を行いまじた p

結果については、議案第 16号及び 17号並びに 22号については全員

一致原案どおり可決すべきものと決しました。議案第 18号については賛

成多数をもって原案どおり可決すべきものと決しました。

以下、委員会における審査の経過について概要を申し上げます。

議案第 16号館山市洲崎御手洗山治山事業分担金徴収条例の制定につい

てでありますが、被害状況について説明を求めたと乙ろ、 58年 10月の

大雨による崩壊で、被害は約 20m、奥行き 14m程度、場所は洲崎神社

拝殿の裏で洲崎区の共有地である旨の説明がありました。
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次:ご、分担金について説明を求めたとこ九、工事費:士事務費を [tめて 4

。o1j円を予定仁ておろ、そのうち県の補助金が 75 %、残りの 25 (}(Jの
2分の 1程度が地元負担となる旨の答弁がありま I t: ， 

続いて、議旗第 17号農作物冷害対策経営資金利子補給及 ζJ、射失補償rJ)

負担:こ関する条例ぞ廃止する条例の制定についてでありますが、どの程j主

の該吋があ )tごか尋ね t:ところ‘約 loooTirJfl度の融資があ I:fi'v) 
答弁・がありまし t:， 

また、本条例を廃止じて今後このような事態が生ι穴場合にはどの土う
に対処するかt:t:しt:とζ ろ.このような条例等はついては県と連動じて

お h、今後被害の規模等により制度が設けられろ可能性があると考えて宇:

る旨の答弁がありまし穴、

続いて、議案第 18号館山市水道事業給水条例の一部を改正する条例の

制定についてでありますが、まず制金を用途別から口筏別lこ変更した理由

について説明を求めたところ、用途別を採用している他市の状況を見ても

さまざまな業体別で分類されており、当市の場合用途別とはい勺ても用途

別でない面があった、また口径別の方が制金を計算する上でそのもとにな

る原価の配賦という点から見ても、また受益の程度!とよってその積算がで

きるということで合理的と考え今回変更した旨の答弁があった。

次に、大口消費者の内訳について説明を求め止ところ、月 50 0 ':;以上

4 1件、内訳は官公署、学校 16件、ホテル、保養所 12件、病院 3件、

デ .J.~. ート 3 件、工場 6 件、事務所 1 件である旨の説明がありました。

次lと、資制の申で現行料金と料金改定による財政収支計画の比較でほ資

本的収入の企業債が制金改定の方が少額になっておる、これは斜金改定!こ

よって運営内容がよくなる fごめかどうか尋ねたところ、現行でほ赤字にな

るので資金的には資本の方!と回るべきものが出て乙ないが、改定すると黒

字になるので内部留保費金がふえる、そのために企業債を少なくしても資

金運用ができるという乙とである旨の答弁がありました c

次!ζ 、内部留保資金は現在どのようになっているか、また今後どのよう

になっていくか尋ねたところ、 58年度決算において 3億 7296万 60 

o 0円、 59年度末 3億 92 2 7万 20 0 0円、 60年度には 2億 600

0万円を建設改良事業lζ充てる予定であり年度末には 1億 52 4 0万円、
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6 1 if度末 9673万円、 62年度末 81 1 0万円と予測される旨の答弁

がありまじ t:， 

続いて、 60年度給水収益の内訳について fてだし fごとこ為、基本制金 7

394万90 0 0円、従量制金 4{}曹 8925万円であろ旨の答弁がありま

した

次に、改定後のー授家庭の料金は他市と比較してどうかただしたところ、

口径 13 ，)の 1f.から 17 f. までの県水並びに近隣市町村の事業体の制金

比較では、全体的に当市より低いのは県水だけで、さらに木更津市の 9'_ 

以上、鴨川市の 8・から 11ヘの閥、天津小湊の 6'~以上を除きすべて当

市より高い制金となっている旨の答弁がありました己

続いて、財政収支計画によると 62年から赤字になるということで、 6

3年以降にさらに桝金改定を行うかどうかただしたと乙ろ、制金改定につ

いては急激な変化を避けるという意味で従来から 3年をサイクルに行って

きた、おそらく 3年後にはその時点で財政状況を検討し、もう 1度考える

べきだと考えている、今回は 55年!と改定し 58年度Iとは改定すべきとこ

ろであったが企業努力lとより経費の節減に努め、その結果 5年間経過して

いる旨の答弁がありました。

次lと、今回の改定lとより館山市水道と三芳水道の斜金lと格差が生じてく

ることについてどう考えているかについてただしたと乙ろ、給水区域、企

業規模、給水人口等が異なるので料金体系が違うのはやむを得ないと考え

ている、しかし同じ市民で事業体によって料金が遣うのは市民感情として

も納得いかないだろうし、市長の立場としても同じ斜金でいきたいと考え

ているが、 55年の改定の際そのときの財政状況や県の高制金対策補助金

があるということで同桝金で行ったが、今回それがなくなりやむを得ずこ

のようになった旨の答弁がありました。

続いて、市水道lと対し一般会計から繰り出しをする考えはないかただし

たと乙ろ、館山市の財政力指数が上がってくれば一般会計から繰り出す乙

とができると考えており、絶対はしないという乙とではない旨の答弁があ

りました。

次に、一般会計からの繰り出しの姿勢をとっていただきたい旨の要望が

ありました。
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続いて、議案第 22号昭和 59年度館山市水道事業特別会計補正予算の

建設改良費の削減について説明を求め kところ、夏季対策として水の需給

を円滑にする fzめ、当初犬石かむ佐野浄水場に至る延長 85 0 mの問に打

径 20 0 ，)の管を布設する計画であコたが、測量事務等が遅れ、その開に

佐野浄水場内に新たな地下水が得られたことに伴って、急逮建設改良の事

業内容が変更されf二ことによる県道舗装工事負担金の減額である旨の答弁

がありました。

以上で建設経済委員会に付託されました議案について概要を御報告申し

上げましれ。和!とぞ満場の御賛同を甥りますようお願い申し上げまして、

建設経済委員長の報告といたします，コ

。議長(石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ございませんか。一一一御質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

討論

。議長(石井 正君) 乙れより討論lζ入ります。

通告はありませんでした。討論はございませんか。

o 1番(神田守降君) 議案の第 18号館山市水道事業給水条例の一部を
改正する条例の制定について反対の討論をいたします。

この条例は市民の水道料金を値上げしようとするものでありますが、そ

の原因となっているのは県の高料金対策の水道補助金が基準が改悪され、

市への補助金がカットされる、こういう申で出てきた問題であると理解い

たします。こうした県の水道事業に対する補助金のカット、このこと自体

に大変厳しく抗議するとともに、この県の措置に対しやむを得ないことだ

とする半津市長の政治姿勢も批判するものであります。市長は、県lと強く

働きかけをして、こうした市民生活に直結する水道事業への補助金を復活

させるよう求めるものであります。

第 2!ζ 、現在の市営水道の料金体系は、県との比較で見ましでも一般家

庭向けには高く、大口使用者向けには安くなっているという問題点がござ

います。私は、特lと大口の使用者が漏水によって膨大な水の量をむだにし

ている、乙うした実態を放置するわけにはまいりません。大口使用者には
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それなりの負担をさしていに f:L、て、一般家庭向けの水道制金を引き下げ

可否ば据え置くことは財政的:こも十分!こ可能なことであると考えます':

般家庭向けの水道料金を値下げあるいは据え置き、大口使用者向けの水道

制金をそれなりに高くすることを主張いたしまして、私の反対の討論とい

たします U

。議長(石井 正君) 他!こ討論ございませノLか〉一 討論なしと認めま

すυ よって、討論を終結い t:します ιコ

採 決

。議長(石井 正君) これより採決い t:します、

採決は分割して行います心

まず、議案第 16号及び議案第 17号について一括して採決いたします(，

議案第 16号及び議案第 17号についての委員長の報告は原案可決であ

ります。

各議案を委員長の報告どおり可決することに御異議ありませんか。

( r異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君} 御異議なしと認めます。よって、議案第 16号及

び議案第 17号の各議案はいずれも原案どおり可決されました。

次いで、議案第 18号館山市水道事業給水条例の一部を改正する条例の

制定について起立により採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

O議長(石井 正君) 起立多数であります c よって、議案第 18号館山

市水道事業給水条例の一部を改正する条例の制定については原案どおり可

決されました。

次いで、議案第 22号昭和 59年度館山市水道事業特別会計補正予算に

ついて採決いたします。

本案についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決する乙とに御異議ありませんか。

( r異議なし」と呼ぷ者あり)
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。議長(石井 正君) 御異議なしと認めますド!よ勺て、議案第 22号昭

和 5 9 年度館山市水道事業特別会計補正予算は原案どおり可決~ t'l_まLK 

請願書の j二程

。議長{石井 正君) 日程第 4、請願第 7号及び陳情第 3号の請願書及

び陳情書を一括して議題とい止しますよ

総務委員会委員長報告

。議長(石井 iE君} ただいま議題となりまし た請願第 7号及び陳情第

3号は.ともに去る第 4回市議会定例会!とおいて継続審査!さ付され仕も c)'")

であります。

よって、乙れより請願第 7号及び陳情第 3号に対する総務委員会におけ

る審査の経過並びに結果につき委員長の報告を求めます。

総務委員会委員長横溝 功君。御登壇願います。

(総務委員会委員長横溝 功君登壇)

。総務委員会委員長(横溝 功君) 請願書及び陳情書の審査結果につい

て御報告申し上げます。

去る 12月の第4固定例会において本委員会に付託きれ、継続審査申の

請願第 7号国鉄の「分割・民営化 jIこ反対し、国鉄の存続を求める請願書

及び陳情第 3号土地価格の評価替えによる固定資産税の増税を申止する陳

情書はっきましては、 14日招集の委員会において審査いたしました結果、

いずれも賛成者がなく不採択にすべきものと決しました。

以上、御報告申し上げます。

。議長{石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ございませんか。 一一御質挺なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。

これより討論[ζ入ります。

通告はありませんでした。討論はありませんか。一一一討論なしと認めま

よって、討論を終結いたします。す。

採 決
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。議長(石井 正君) これより採決いたしますと

採決は分割して行いますぐ

まず、講頼第 7号について起立!とより採決いたします三

請願第 7号についての委員長の報告は不採択でありますっ

請願第 7号を委員長の報告どおり不採択と決しますことに賛成の諸君の

起立を求めます心

(賛成者起立)

0議長(石井 正君) 起立多数でありますよよって、請願第 7号は不採

択と決しました。

次いで、開情第 3号について起立により採決いたします円

陳情第 3号!とついての委員長の報告は不採択であります=

陳情第 3号を委員長の報告どおり不採択と決しますことに賛成の諸君の

起立を求めますり

(賛成者起立)

O議長(石井 正君) 起立多数であります。よって、陳情第 3号は不採

択と決しました。

請願書の上程

。議長{石井 正君) 日程第 5、請願第 1号公費負担医療の改善・充実

に関する請願書を議題といたします。

文教民生委員会委員長報告

。議長(石井 正君) ただいま議題となりました請願書は去る 3月]1 

日の本会議において文教民生委員会に付託されたものであります。

よって、これより本請願書!と対する文教民生委員会における審査の経過

並びに結果につき委員長の報告を求めます。

文教民生委員会副委員長松下正己君。御登壇願います。

{文教民生委員会副委員長松下正己君登壇)

。文教民生委員会副委員長{松下正己君) 去る 3月11日開会の本会議

におきまして本文教民生委員会に付託されました請願第 1号公費負担医療

の改善・充実に関する請願書について 14日委員会金招集し、慎重なる審
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査を行いました。その結果について御報告申し上げますコ

賛成少数、不採択と決しまじれ。

以上、委員会における結果について御報告申し上げましたが、満場の皆

さまの御賛同を賜りますようお願い申し上げ、文教民生委員会委員長報告

とい允します。

。議長{石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります 'J

ただいまの委員長報告について御質媛ございませんか o 御質疑なじ

と認めます。よって、質疑を終結L、れします。

これより討論!と入りますり

通告はありませんでした。討論ございませんか。一一ー討論なしと認めま

すc よって、討論を終結いたします。

採決

。議長(石井 正君) 乙れより採決いたします。

採決は起立により行います。

請願第 1号についての委員長の報告は不採択であります。

本請願書を委員長の報告どおり不採択と決しますととに賛成の諸君の起

立を求めます。

{賛成者起立)

O議長(石井 正君) 起立多数であります。よって、請願第 1号は不採

択と決しました。

請願書の上程

。議長(石井 正君) 日程第 6、請願第 3号水道制金の抑制を求める講

願書を議題といたします。

建設経済委員会委員長報告

。議長(石井 正君) ただいま議題となりました請願書は、去る 3月 1

1日の本会議において建設経済委員会に付託されたものであります。

よって、これより本請願書に対する建設経済委員会における審査の経過

並びに結果はっき委員長の報告を求めます。
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建設経済委員会委員長石井 謀君 c 御登壇願います f

(建設経済委員会委員長石井 謀君登壇)

。建設経済委員会委員長(石井 謀君) 請願書の審査結果について御報

告を申 L上げます t

去る 3月 I1日本会議におきまじて本委員会!こ付託されました請願第 3

号水道料金の抑制を求める請願書につきま Lて!主、 1 5 n招集の委員会に
おいて審査いた LまGt:結果、不採択すべきものと決Lまし t:コ

以上、御報告申し上げますー

。謀長{石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります J

f:fiいまの委員長報告に「いて御質疑とぎいませ/Lか: 一御質疑な ι

と認めます c よって、質疑を終結いたします!ニ

乙れより討論に入ります c

通告はありませんでした。討論ございませんか。一一寸討論なしと認めま

すG よって、討論を終結いたします ο

採決

。議長(石井 正君) 乙れより採決いたします c

採決は起立!とより行います。

請願第 3号についての委員長の報告は不採択であります。

本請願書を委員長の報告どおり不採択と決しますことに賛成の諸君の起

立を求めます。

(賛成者起立)

0議長{石井 正君) 起立多数であります 3 よって、請願第 3号は不採

択と決しました。

継続審査について

。議長(石井 正君) 乙の際、申し上げます。

去る 3月 11日の本会議において建設経済委員会に付託されました請願

第 2号農産物の輸入自由化・枠拡大に反対し、国民食糧の安定確保を求め

る請願書について、委員長から会議規則第 75条の規定により閉会中の継

続審査とされたい旨の申し出がありました。
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お諮りいたじます心本請願書を委員長からの申し出のとおり閉会中の継

続審査とい t:じますことに御異議こざいませんか心

( r異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長 1石井 iE君) 御異議なしと認めます J: て、決定い t:'/まi

f:。

議案の上程

。議長(石井 正君) 日程第 7、議案第 1号乃至議案第 8号昭和 60年

壇館山市一般会計及び各特別会計予算を一括して議題とい fてしますな

予算審査特別委員会委員長報告

。議長{石井 正君) ただいま議題となりました各会計予算は、ともに

3月 12日の本会議において特別委員会を設置し、付託されたものであり

ます。

よって、これより各会計予算比対する予算審査特別委員会における審査

の経過並び!と結果につき委員長の報告を求めます。

予算審査特別委員会委員長飯田義男君。御登壇願います。

(予算審査特別委員会委員長飯田義男君登壇)

。予算審査特別委員会委員長{飯田義男君) ただいま議題となりまし t:

議案第 1号乃至議案第 8号昭和 60年度館山市一般会計予算並びに特別会

計予算lζ係る予算審査特別委員会におきます審査の経過並びに結果につい

て御報告申し上げます。

去る 12日開会の本会議におきまして設置されました本委員会を 18日

招集し、各会計における予算につき慎重に審査を行いました。

以下、委員会におきます質疑応答等整理いたしまして、その概要を御報

告申し上げます。

まず、一般会計歳出であります。

第 2款総務費申、総務管理費おいて産業医報酬が計上されていますが、

産業医については法律lとより毎月巡回する乙とが定められているが、実態

は必ずしもそのように行われていない面も見受けられ、また民間の企業に

おいても遵守されていない現状であるので、今後民間企業lζ率先して市が

-2 5 5 -



規定どおり行っていくよう要望いたしましたっ

次!こ、 60年度は総合計画策定の年度であり、総合計画策定委託料が計

上されておりますが、これについて基本的には内部の職員による手づくり

で作業を進めており、 21世紀に向けての 15年構想であるので専門家の

指導も得たいとの考えが示されましたむ

次lこ、防災行政無線設置関連経費が計上されており、本会議においても

種々質疑が交わされてきておりますが、本委員会においてもさらに詳細に

説明を求めましたところ、本市は地形、地質、過去のデータから一番考慮

しなければならない災害は地震災害であるとの結論づけをしており、東京

湾治い 5m以下、太平洋岸 10m以下を津波浸水区域としている、本事業

は 3ヵ年継続事業であり、本年度はその津波浸水区域!こ高さ 15m、4方

向のスピーヵーを付けた屋外受信機 37基を、さらに屋内受信機である戸

別無線機を自主防災会を中心lζ市の対策本部関係、学校、関係機関lζ3カ

年で 300基、本年度 100基の設置を計画しているとの説明がありまし

たり

次iと、電子計算機費中、使用斜、賃借桝が大幅lと増額されていることに

ついて説明を求めましたと乙ろ、現在入っている汎用コンピューターが業

務量の増加に伴って容量が限度となったためレベルアヅプを予定している

乙とと、 OA化の推進を図るためパソコン 4台、ワープロ 1台を増設し、

前年対比約 831万円の増額であるとの説明がありました。

次l乙、コミュニティセンタ一造成工事請負費が計上されておりますが、

乙の内容について説明を求めましたと乙ろ、取得予定地の中で現在まで取

得できなかった部分が取得される乙とに伴つての造成工事を計画している

もので、これが完了することにより 5万 13 4 3 m'のコミュニティセンタ

一広場となる旨の答弁があちましたが、さらに、用地の造成IC伴って雨水

等の排水問題が心配されるので、全体的な排水計画をもって慎重lと対処さ

れるよう要望いたしました。

次lと、従来から防犯灯新設事業lζ対する補助金lとより防犯灯の整備が図

られてきておりますが、 60年度において計上がされてないことについて

説明を求めましたと乙ろ、例年、防犯協力会を通じて各地区の要望をもと

に年間 10灯程度ずつ整備をしてきたが、 59年度において防犯協力会と
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話し合いを行い、まとめて整備する方針を立て、各地区の要望を全部出し

ていただき 160灯程度整備したことにより、一応完了ということで、あ

と!主補完的lこ防犯協力会の事業予算の申で 20灯程度整備していくとの考

えが示されまし t:u 

次に、納税組合奨励金が計土されておりますが、納税組合の現在の状況、

成果及び奨励金の額について現行で適当かどうか説明を求めましたところ、

納税組合数は現在 200組合あり、その取り扱い税額は 58年度において

県市民税、回都税、軽自動車税では現年度課税分収入済額の約 24.296、

国保税では 52%を占めており、納期内納付、自主納税に対する貢献度は

あると考えている。奨励金の額については現在県下各市で 17番目に位置

しており、やむを得ないのではないかと考えているむ各市では基準単価を

下げる傾向にあり、全体的な見直しはいまのところ考えていないとの説明

がありました。

次lと、農漁業後継者結婚奨励金が計上されておりますが、この実績につ

いて説明を求めましたところ、 58年度 1組、 59年度においては現在ま

で 2組、いずれも農業関係者であり、後継者確保のための補助金であるの

で対象者の把握に努めているとの説明がありました。

次lζ 、民生費でありますが、身体障害者結婚奨励金について色実績等に

ついて説明を求めましたと乙ろ、 58年度 2組、 59年度現在まで 4組、

1組 1万円であるとの説明がありましたが、本制度は障害者にとって励み

となるものであり、今後増額をされるよう要望いたしましたところ、検討

するとの回答がなされました。

次lζ 、 60年度新たに心身障害児通所訓練指導員報償金が計上されてお

り、この内容について説明を求めましたところ、従前は肢体不自由児を君

津まで通所させて訓練を実施してきたが 59年度で廃止になる、今後引き

続き耕疎を要する者が 11名おり、特老の訓錬室を借りて理学療法士の派

遣を受け訓練を実施するための予算であるとの説明がありました。

次に、社会福祉費において安房郡市広域市町村圏事務組合精薄施設費負

担金が計上されております。本施設についてはその設置方を要望する趣旨

の請願が昨年当議会においても採択され広域市町村画事務組合lζ対し意見

書を提出したと乙ろでありますが、乙れが内容について、さらに本市の福
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祉作業所との関連について説明を求めましたところ、市町村の負担金総額

618討方-10 0 0 Plで、昭和 60年度と 61年度の 2ヵ年継続事業で、

6 0年度は用地の確保i用地造成、設計、 61年度が主体工事、備品類の

整備等を行い、 50名収容する己なお、基本的に本施設については重度の

精薄者、福祉作業所は軽度の者を対象としているとの説明がありましれ U 

次{こ、高齢者体力づくり健康づくり事業補助金が計上されておちますが、

この内容について説明を求めましたところ、健康で明るい県民づくりの一

環として在宅老人とその家族の福祉増進を図るということで 58年度から

実施されており、 58年度!主菜の花体操を主体!こ実施し、参加者!ま 1] 1 

3名、 59年度は 10地区において体力テストを実施し、参加者は 64 7 

名、 60年度も引き続き体力テストを行っていくとの説明がありましれっ

次lこ、老人福祉センター費中、行政事務嘱託員報酬が新たに計上されて

おりますが、事務に影響は出ないのか説明を求めましたところ、市として

業務の見直しを行っているが、その一環として老人福祉センターの職員の

うち 1名を行政事務嘱託員として配置するもので、担当課と協議しており、

支障を来たす乙とはないとの説明がありました。

さらに、施政方針の申で「老人福祉センターにおいて就労等の相談を行

う」と表明されているが、その進め方について尋ねましたと乙ろ、就労の

斡旋は労働基準法の関係で行えないが、一応相談ということで、その第 1

段階として、就労したい方々、また趣味の会等のグループを組織し、盛り

上がりをまって何年か先に高齢者事業団をつくっていく、乙乙 2、 3年は

グループづくりを進めていきたいとの考えが示されました。

次に、青年館補修用材刺費lと関連して青年館の修理についてどのように

考えているか説明を求めたと乙ろ、現在 41館あり、原材桝の交付要領は、

修繕の範囲は主要部分の老朽、破損lと対し 20万円を超えるものについて

3分の 1の原材桝交付、限度額 30万円となっている、今後県の補助金交

付規則の動向によってはコミュニティの集会施設等の整備の申で主要部分

の補修を限度額 20万程度として検討していきたいとの説明がありました。

次lと、児童福祉費申、予備保母設置費補助金について説明を求めました

と乙ろ、私立保育園において保母の労働条件の改善、保育内容の充実を図

るために定数を超えて保母を設置した場合の経費lζ対する補助金であり、
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最近出生率の低下により保母が余る状態が出ていること等を考憲し補助し

ているとの説明がありまし t:..() 
次!こ、第 4款衛生費でありますが、正木処理場の跡地利用については、

" {パスの用地代替地、都市開発の代替地等{こ充て kいとの考えが示され

まし fこJ

次:こ、第 6款農林水産業費でありま・すが、農道整備事業委託料lと関連し

て、農道整備にあた勺ての考え方について説明を求めましたところ、年次

計画!こ従って順次舗装を行っており、本年度1:12本予定している、なお県

営ほ場整備事業の中の幹線農道については、幹線A、Bとあり、幹線Aに

つ日ては土地改良事務所で県営の補助事業として実擁する予定で、それに

準ずる幹線農道は市で整備を行勺ているとの説明がなされました。

次lと、第 7款商工費でありますが、館山市観光振興事業補助金について

は、県の補助事業として 56年度から指定を受けて行ってきているが、 6

0年度が最終年度になるとの説明がありました。

さらに、今後の振興事業計画について問いましたところ、来年計画して

いる地域振興対策で総合的lζ考えていきたいとの考えが示されました。

次lと、第 8款土木費でありますが、住宅建設資金利子補給金の現在まで

の実績については、 54年 10月から施行されており、 55年度 13件、

5 6年度 14件、 57年度 16件、 58年度 17件、 59年度 20件と毎

年少しずつ増加をしてきているとの説明がありました。

次lζ 、道路側溝のふたについては、危険防止の上から、また車の安全な

通行を図る上から、その整備を図るべきではないかとの指摘に対し、側溝

のふたについては、清掃等の管理上はない方がよいけれども、交通量の多

い場所、住宅の密集地、道路の狭い場所等について段、側溝改修の際はふ

たをかけるようにしているとの説明がありました。

次lこ、市道の路線名については、 59年度において道路台帳整備が完了

するので、それに伴って市道の見直しを行い、 60年度に一括廃止、一括

認定を提案するが、その際路線名もわかりやすいように変更していくとの

説明がなされました。

次lと、都市下水路費において、 60年度 1億 70 0 0万円の工事請負費

が計上されており、整備が図られるものと思いますが、さらに今後の計画
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について説明を求めましたところ、八幡下水路については、 60年度完成

予定、南町排水路については、旧国道 128号から現在の国道 128号ま

では県で実施、残りの検察庁、裁判所の脇から南高の講堂を通り法性寺か

ら入-;t:ところまで延長 15 0 m 1主60年度実施し、 61年度lと中央保育

園まで完成したい、申央排水路については現在時点では 67、 8年までか

かると予測している、那古排水路については、バイパスの関連事業で上流

部分の整備は 60年度で完成する予定、楠見 2号排水路については 60年

度と 61年度予定をしている、 5号幹線排水路については、 60年度完成

する予定であるとの説明がなされました。

次lと、館山運動公園整備事業負担金が計上されておりますが、今後の整

構計画並び!こ利用状況について説明を求めましたところ、当初 59年度完

成の予定であったが、計画変更があり 62年度まで整備を行う予定で、今

後主なものとしては体育館、遊歩道、遊戯施設等計画されている。なお、

利用状況は、テニスについてはかなり利用されているが、野球場について

はシーズンオフ等の関係もあり、現在はあまり利用されてないとの説明が

ありました。

また、負担割合については、県が国庫補助はより実施する事業は 10分

の 2、県独自で実施する事業については 10分の 4であるとの乙とであり

ました。

次lζ 、市営住宅補修工事請負費が計上されておりますが、本年度予定さ

れている補修の内容について、合わせて住宅の建て替えについての考え方

を聞いましたととろ、本年度は主として沼、笠名の簡易耐火構造 2階建て ' 

の建具工事、防水工事、戸袋工事等の補修を計画している。なお、老朽化

している大賀住宅、笠名住宅の平家建てについては入居者と十分話し合い

を行い、理解を得ながら建て替えを実施し、中層耐火構造 3階もしくは 4

階建てとして住宅数を増加していきたいとの説明がありました。

次lζ 、第 10款教育費中、館山市、富浦町及び三芳村学校給食組合分担

金が計上されておりますが、米飯給食については現在週 2回行われておる

が、来年度から週 3固になるとの説明がありました。

合わせて、給食センターの民間委託についての考え方をただしましたと

乙ろ、文部省から委託lと進んだらどうかとの通達はきておるけれども、労
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司

f動問題、質の問題等極めて大きな問題であり、他市の動向等見ながら十分

検討していきにいとの考え方が示されましたに

さらに、給食費について来年度の値上げは行わない旨答弁がありまし f:

次に、神余小学校の統合問題についての質挺がありまし t:

その中で、現在複式学級が行われており、現状では統合し t:方が子供た

ちにとってプラス!となると考え、以前からの万針を進めてい〈が、それに

関わるいろいろな問題があるので、地域の人々の納得の得られ t:上で話し

合いを進めていきたいとの考えが示され、また住民との直按の話し合いは

行っていないけれども、学校は学校の立場から神余の教育について話し合

いを行い、また PTAにおいても児童数の動向等について検討していると

の説明がありました。

次lと、那古幼稚園屋外環境整備工事請負費が計上されておりますが、こ

の内容については、たくましく心豊かな幼児を育成するため、幼稚園の屋

外空間を効果的に活用し、閣と広場等の施設及び乙れに付帯する屋外教育

のための環境整備であり、 59年度館山幼稚園において実施したとの説明

がありました。

次lこ、歳入でありますが、景気の低迷により市税の収入見ー込みに不安が

あろが、徴収にあたっての取り組み方について、また欠損処分の状況につ

いて説明を求めましたところ、徴収対策は法律lこ定められf二方法により実

施するとともに納税相談を徹底して行う、さらに強調月間安設定し、夜間、

休日徴収等行っている、なお滞納になる前の段階で口座振替制度、郵便振

替制度、納税組合による納付、前納等進めており、悪質なものは差し押さ

え、公売等も実施している、欠損処分については、 59年 9月末で 1期を

l件として 368件、約 218万円の処分を行い、 3月末にも行う予定で

あるとの説明がありました。

次lと、特別土地保有税が前年より大幅lζ減額されている乙とについて説

明を求めましたところ、現在、国会で 60年度の地方税法の改正が審議さ

れているが、その申で課税免除の項目があり、昭和 57年 3月 31日以前

の取得のもので 10年間払うと課税対象外とするとされており、これに該

当する 48社分、約 44 0 0万円程度を減額したものであるとの説明があ

りました。
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次:こ、国有提供施設等所在市町村助成交付金が計上されておりますが、

5 9年度{こ比較ιて減額されていることについて説明を求めましれところ、
当市の場合自衛隊が所有する工作物、建物、土地等に係るものであるが、

{反に 60年度において増設がない場合{と a般的lζ5%程度の減があるとき

れており、 59年度決算見込みに対して 5%を減じて計上し t:結果の減額

であるとの説明がありましたの

次に、普通交付税、特別交付税の積算の根拠の説明を求めましたところ、

普通交付税については、地方財政計画によると総額!とおいて 1O. 9 %の

増となっているが個々の団体によって大幅な違いがあり、、計画では 7%

程度の基準財政需要額の増を見込んでいるが、当市の場合来年度!とおいて

行われる大規模事業がないために事業費補整が落ちるであろうということ、

また基準財政収入額!とおいても国は相当の上昇を見込んでいるが、当市の

場合法人税割の伸び等国レベルで見られず若干落としていること、また個

人市民税、固定資産税の負担調整の関係があり、それらを見合わせ 12億

8 5 0 0万円を計上した。特別交付税については、地方財政計画では 10 • 

9%の増となっているが、 59年度の 12月交付において 4200万円あ

り、通常ぞれをとえる額が 3月で交付lとなる関係から、 60年度において

は 50 0 0万円を計上したとの説明がありました。

次lと、ユースホステル特別会計予算でありますが、ユースホステルにつ

いては建設以来相当の年数が経過しており、施設修理計画等について説明

を求めましたところ、 59年度において寝室の改装、防火対策、ホールの

防煙アコーデイオンカーテンの取り替え、寝室用ロッカ一、冷房工事等 1

577万円の改修等を行っており、 60年度においては毛布の収納場所を

予定しているとの説明がありました。

なお、 2年ぐらい前lこ耐震検査を行ったが、 10年聞は大丈夫とのこと

で逐次修理をしてきているが、今後乙れ以上の大幅な改造は考えていない

との説明がありました。

次lと、水道事業特別会計予算でありますが、県の補助金がなくて一般会

計から繰り出しを行っている鏡子市、君津市について説明を求めましたと

乙ろ、銚子市の場合は、増大する水需要lと対処するため東総広域水道企業

団を設立している、現在受水はしていないが、供給水量の協定が結ぼれ責
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任水量に対する負担金を納入することになっており、その負担金の 2分の

1を市が補助しているということで、さらに君津市の場合は、簡易水道の

統合により配水管の整備を行勺たが、簡易水道は公営企業法の適用はなく、

これに要した企業債の利息に対し一般会計・から繰り出してき t:が、 59年

度[ζ は県の水道総合対策事業補助金が得られ穴ことにより、県補助金相当

額を一般会計から繰り出している。両市と志企業法第 17条の 3の特別な

理由lこより繰り出しているとの説明がありました c

さらに、三芳水道企業団との制金格差を解消するために、三芳水道企業

団へ一般会計から繰り出しをする考えはないかただしましたところ、給水

単価を市水道と同じ!とするためには、各町村{とも負担をして色らわなけれ

ばならないが、そのことについて今回の値上げの際話告したが積極的な同

意が得られなかった、それぞれの事情がありやむを得ないと考えている、

館山市で補助金を出せば間接的lζ他町村lζ強要することになり、出すべき

ではないと考えているとの答弁がありました。

次lと、討論を行い、一般会計予算について、水道桝金の改定による市民

の大きな負担増を解消するため、一般会計からの繰り出しを行うべきであ

る、また事業体が異なる乙とによっての料金の格差を解消するための措置

をとるべきであるとの反対意見がありました。

採決の結果、付託を受けました議案第 1号一般会計予算、議案第 7号水

道事業特別会計予算につきましては賛成多数をもって、議案第 2号乃至議

案第 6号及び議案第 8号の各特別会計予算はっきましては全員一致をもっ

てそれぞれ可決すべきものと決しました。

以上、本委員会の審査の概要について御報告を申 L上げましたが、市当

局におかれましては今後の予算執行、行政の運営にあたっては本委員会の

要望、指摘事項等十分に配慮されるとともに、ますます厳しさを増す市財

政の効率的かっ機能的運営を目途とし、あらゆる英知と創意を結集されて

市民の負託に乙たえるよう特に要望いたしまして、予算審査特別委員会委

員長報告を終わります。

。議長{石井 正君) 以上で委員長の報告を終わります。

ただいまの委員長報告について御質疑ございませんか。一------1同質疑なし

と認めます。よって、質疑を終結いたします。
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これょっ討論に入ります D

通告!まありませ人でし穴~討論ほこざいませ人か、 一一討論なしと認め

ます U よって、討論を終結いたじます

採 決

。議長(石井正君) これより採決を行います υ

採決は分割して採決いたしますっ

まず、議案第 1号昭和 60年度館山市一般会計予算について起立により

採決いたします，)

議案第 1号についての委員長の報告は原案可決であります ι

本案を委員長の報告どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

0議長(石井 正君) 起立多数であります。よって、議案第 1号昭和 6

0年度館山市一般会計予算は原案どおり可決されました。

次いで、議案第 2号国民健康保険特別会計予算について起立により採決

いたします。

議案第 2号についての委員長の報告は原案可決であります。

本案を委員長の報告どおり可決することに賛成の諸君の起立を求めます。

(賛成者起立)

O議長(石井 正君) 起立多数であります。よって、議案第 2号国民健

康保険特別会計予算は原案どおり可決されました。

。;いで、議案第 3号乃至議案第 6号の各特別会計予算を一括して採決い
， 

たします。

議案第 3号乃至議案第 6号の各特別会計予算についての委員長の報告は

原案可決であります。

各特別会計予算を委員長の報告どおり可決する乙とに御異議ありません

か。

( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。よって、議案第 3号乃至

議案第 6号の各特別会計予算はいずれも原案どおり可決されました。

次いで、議案第 7号水道事業特別会計予算について起立により採決いた
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司町

します、

議案第 7号についての委員長の報告は原案可決であります匂

本案を委員長の報告どおり可決することに賛戒の諸君の起立を求め i-9 

(賛成者起立)

0議長(石井 正君) 記立多数であります よぺて、議案第 7号水道事

業特別会計予算は原案どおり可決されましれ!

次いで、議案第 8号国民宿舎事業特別会計予算!とついて採決 L、KL主す

議案第 8号についての委員長の報告は原案可決であります 1

本案を委員長の報告どおり可決することに櫛異議ありませんかー

(「異議なし Jと呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君) 御異議なしと認めます心よコて、議案第 S号国民

宿舎事業特別会計予算は原案どおり可決されました c

議案の上程

。議長(石井 正君} 日程第 8、議案第 23号館山市固定資産評価審査

委員会委員の選任についてを議題といたします。

議案の朗読を顕います。

{書記朗読)

O議長(石井 正君) 朗読は終わりました。

議案の内容説明

。議長{石井 正君) 議案の説明を求めます。

{市長半淳良一君登壇}

。市長(半淳良一君) 議案第 23号館山市固定資産評価審査委員会委員

の選任について提案理由の説明を申し上げます。

館山市固定資産評価審査委員会委員申、伊藤輝夫君が昭和 60年 3月3

1日をもって任期が満了いたしますので、後任といたしまして伊藤昌彦君

を適任と信じますので、御賛同賜りますようお願い申し上げます。

。議長(石井 正君) 説明は終わりました。

御質疑を願います。

御質疑ございませんか。一---1事質疑なしと認めます。よって、質疑を終
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結いたしますっ

委員会付託の省略

。議長(石井 正君) お諮りいたします。

本案については委員会の付託並びに討論省略、直ちに採決することに御

異議ありませλか。

( i異議なし j と呼ぶ者あり)

O議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。

採決

。議長{石井 正君) よって、これより採決いたします。

固定資産評価審査委員会委員の選任について同意を求める件は、これに

同意することに御異議ありませんか。

( r異議なし Jと呼ぶ者あり)
。議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。よって、本件はこれに同

意する乙とに決しました。

館山市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙

。議長(石井 正君) 日程第 9、館山市選挙管理委員会委員及び同補充

員の選挙を行います。

動 議

024番(流山源次郎君) 議事進行について動議を提出いたします。

館山市選挙管理委員会委員及び同補充員の選挙につきましては、 2月2

7日開催の全員協議会におきまして、その選考方を総務委員会lと一任しで

ありますので、選挙の方法は地方自治法第 118条第 2項の規定による指

名推選をもって行い、指名者は総務委員会委員長において指名していただ

きたいと思います。乙こに議事進行の動議を提出いたします。

満場の御賛同を賜りますようお願い申し上げます。

( r賛成」と呼ぶ者あり)
。議長{石井 正君) ただいまの 24番議員君の動議を議題といたします。
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本動議は、選挙管理委員及び同補充員の選挙の方法は指名推選とし、総

務委員会委員長の指名によるということであります。

お諮りいたしますっ本動議のとおり決する乙とに御異議ありませんか。

( i異議なし」と呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。よって、本動議は可決さ

れまし土。

これより総務委員会委員長の指名を求めます。

(総務委員会委員長横溝 功君登壇)

。総務委員会委員長(横溝 功君) 館山市選挙管理委員会委員、同補充

、員の選挙につきまして、総務委員会を代表いたしまして指名申し上げます心

J 

去る 2月27日開催の全員協議会におきまして、後任の選挙管理委員会

委員、同補充員の選考方につきまして本委員会に一任されましたので、慎

重に選考いたしました結果、お手元lと配付の指名表のとおり、委員lこ宮津

茂氏、加藤 利氏、二村俊夫氏、小田 垣氏を、補充員lζ熊切武俊氏、平

嶋 茂氏、和久 博氏、金子光男氏をそれぞれ最適任者と認め推薦する乙

とに決定いたしました。

なお、補充員の補充の順序は、第 1順位熊切氏、第 2順位平崎氏、第 3

順位和久氏、第 4順位金子氏といたしたいと存じます。

以上のとおり指名申し上げます。

満場の御賛同を賜りますようお願い申し上げます。

。議長(石井 正君) ただいまの総務委員会委員長において指名いたし

ましたとおり、乙れらの方々を館山市選挙管理委員会委員、同補充員の当

選人と定めますことに御異議ありませんか。

( :-異議なし j と呼ぶ者あり)

。議長(石井 正君) 御異議なしと認めます。よって、選挙管理委員会

委員に宮津茂氏、加藤 利氏、二村俊夫氏、小田 恒氏、同補充員は熊切

武俊民、平嶋 茂氏、和久 博氏、金子光男氏がそれぞれ当選されました。

閉 会午前 11時 40分

0議長(石井 正君) 以上で本定例会lと付議されました議案はすべて議

了いたしました。
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よコて、これにて第 1回市議会定例会を閉会いたします F

。本日の会議{ζ 付じた事件

議案第 1号乃至議案第 8号、議案第 10号乃至議案第 2.3弓

請願第 7号、陳情第 3号、請願第 1号、請願第 3号、

1 継続審査について(請願第 2号)

館山市選挙管理委員会委員及び同補克員の選挙

地方自治法第 123条第 2項の規定により署名する u
， 

館山市議会議長 石. 井 正

館山市議会面揖脹

館山市議会議員
渡 辺 昭 夫

館山市議会議員 飯 田 義 男

争
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